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8月のタ景今日の日課を絡へた太陽の跡を示園醗國圖唖唖圏罎闘翻國国囲囲回闘
　が如く，西室には薄赤V・雲の切れ目が見へ　　　　　1938年
　る．先程の夕立に，よみがへった露な，草　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8月の天象
　木の吸氣の内に，早や氣の早い蜷蛉が，コ
　ロコロと小さな演奏を始めた．雲が拭ぴ去国■■■國圏■囲
　られた中天には，宇宙の美を語るが如く，ゴガと白鳥の姿が，すがすがしく
　俘び出て居る・南の方には，アンタレスが赤い光を，我劣らちとキラメカせ
　て居るのを見落しては失血だ．そう，其のクルツト巻いたサソリの尻尾には
　射手が控へて居たっケ，西には牧夫のアークトウラズも未だ高い．乙女の心
　臓か？　繊手に持つた穗先？　恥かしげにスピカがキラキラして居る．かく
　てやがては，銀白の天の河が，鷲，狐，蛇遣ひ等，数多の星座を縫って，北
　から南へと天懸けるだらう・
冥王星“かに”座に居るが太陽に近く，大望遠鏡でも駄目．
海王星詰れも全く太陽に近づいて來た．“しし”座に居る．
天王星“ぴつじ”座の東南部に居り，・8月24日には停留となる。從って前月よ
　りは少し見易くなって來たが，未だ良v・位置では無い．
土星“うを”座に居る・ぐんぐん位置は良くなって來た．月始めには23時，
　月末には21時に上る檬になる．輪の傾きも10度を少し越して猛た．今年中で
．は一番傾きが大きい．5cmに50倍も使へば，其の珍奇な全貌を見る事が出來
　る．10cmに100倍あれば申し分点V・．土星の衛星中“チタン”は9等星であ
　るから5cmで見られる．先づ土星の側に小さい星が見へたならば“チタン”
　だと思って間違ぴはなV・．10cmになれば“レア”と“ヤペタス”が見ちれ
　る．‘㌧ア”の方は“チタン”よりも更に土星に近いから，倍率を高くする
　必要がある・ヤツペタの方は東西の離隔で光度が著しく違ふのと，土星から
相當離れるのとで，位置を知って居らなV・と見難い．都合が良ければ8cmで
　も見られる・次表に大変の位置を示す・
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木星8月21日子牛となる．光度は一2．5等，覗直穫は46”に近い・堂々東天を
　墜する其の光は5cmの器械で見ても表面上に2本目帯を容易に見る事が出來
　る．10cmもあればスケッチをする事が出閉る・同時に4個の衛星の去就は，
　何時見てもi回しいスナップである・
火星やつと先月太陽に越された所である．未だとても見られない．然し，
　既に來年度の接近への第…歩を踏み出したのだ・大v・に聲援してやらう“早
　く凹い來い，我等の友よ”．
金星、最大離隔を目前にして，丁々光芒を育室に放つ・硯直増は17n～22”迄
　増加し，光輝も一3．6～3．9等迄となって，愈凌白i謹に映じ得る迄になって來
　た．形歌もm日月から8H月位にまで少し細るが，薄明申に5cm　50倍も使用
　すると，三白な小さな四月に見える・是非見逃さない様に．
水星8月1日，夕方に最も太陽から離れたが，28日には内合になる．だから
　上旬を見逃さない様に御願ぴする．少し南に遠慮して居るが，上旬なれば大
　丈夫．8cm　70培で金星の弟分に出生って居るのも滅多とない機會である．
流星　8月10日頃から著名なベルセウス群が飛ぶ・是れは例年盛嚢の勘くなV・
　方ですから，夜牛から起きて見れば必ず失望には絡らない．
射手座V5058月に都合よく見られる極小は4日22b5，1　7　F－122h　5，23H20h5，30日
　231’の4回である．
月　上弦は3日11h，満月は1111151i，下弦は19　「一i　Sh，新月は25　E，　20hである，微光
　の攣光星観測には5日頃から14日迄が邪魔になる・そろそろ秋に近づいため
　で，満月前後には月出時刻の差が日々40分闇位である．反封に新月直後には
　三ケ月が見難V・．28日月齢3．0はうっかりすると見逃す・一（木田）一一一
